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研究成果の概要（和文）：多職種連携教育を実施している大学の学生と、実施していない大学の学生のヘルスケ
アチームに対する態度を測定し、多職種連携教育の効果について検討した。
多職種連携教育を実施している大学の学生は患者中心のケア（Patient-centered care)に対する得点が有意に高
く、多職種連携教育はヘルスケアチームに対する態度に対し有益である可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：We evaluated the effect of the Interprofessional education to　investigate 
to compare the attitudes to participants' healthcare teams by the  university students that are 
engaged in multi-occupational collaborative education (IPE group) and university students that do 
not have multi-job collaborative education (control group) with the modified Attitude Toward Health 
Care Team Scale (modified ATHCTS). The questionnaire survey were conducted the before and after the 
first year's joint lecture for IPE curricula and the before and after the multidisciplinary 
collaborative practice for third-year students. The scores for patient-centered care were 
significantly higher in the IPE group, which indicated that multi-occupational collaborative 
education may be beneficial to attitudes towards healthcare teams.

研究分野： 医療社会学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）国際社会における多職種連携教育（チ
ーム医療教育）の現状 
 
 2010 年すべての保健職業人に対する新世
紀の教育を検討する委員会（Commission on 
Education of Health Professionals for the 
21st Century）による報告では、患者や地域
社会が求めるニーズと教育内容とのギャッ
プ、チームワーク力の乏しさがクローズアッ
プされ、多職種連携教育（チーム医療教育）
の重要性が強調された（Frenk J. et al. 
Lancet, 376, 1923-1958, 2010）。世界保健
機関（WHO）は人々の健康の維持には保健人
材が必須であり（WHO. Working together for 
health, 2006）、保健人材数の確保とともに
良質な人材の育成が喫緊の課題であり、チー
ム医療教育（多職種連携教育）の重要性を打
ち出しガイドラインを作成した（WHO. Global 
guidelines on Transforming and Scaling up 
Health Professional Education and 
Training, 2013）。さらにこのガイドライン
の中で、科学的検証に基づく多職種連携教育
（チーム医療教育）の成果についてエビデン
スが乏しいことが指摘されている。 
 
（２）周産期領域における専門職連携実践
（チーム医療）ならびに多職種連携教育（チ
ーム医療教育）の必要性 
 
近年の産婦人科医ならびに助産師の不

足・偏在により、分娩施設は減少し、安心・
安全な分娩の提供が困難な地域が少なくな
い（日本産科婦人科学会調査, 2014）。さら
に、2007 年の日本産科婦人科学会の報告では、
分娩時妊産婦は 250 人に 1人の割合で、超ハ
イリスクの危険性があることが示された。 
このため安心・安全な分娩の提供には周産

期プロバイダーの量・質ともに充実させる必
要があり、医療人材の確保ならびに医療安全
の双方の点から専門職連携実践（チーム医
療）ならびに多職種連携教育（チーム医療教
育）が重要となっている。 
 

２．研究の目的 
多職種連携教育の効果について検証する

ことが本研究の研究目的である。 
 

３．研究の方法 
（１）縦断的反復横断研究調査により、多職
種連携教育効果の検証を行った。 
ヘ ル ス ケ ア チ ー ム に 対 す る 態 度 を

modified Attitude Toward Health Care Team 
Scale (modified ATHCTS)を用いて測定し、
それぞれのグループにおけるヘルスケアチ
ームに対する態度について検討した。 
 

４．研究成果 
（１）多職種連携教育を実施している大学
（IPE 群）と多職種連携教育を行っていない

大学（コントロール群）で参加者のヘルスケ
アチームに対する態度の検討 
 
 多職種連携教育を実施している大学(IPE
群 ) が 1 年 次 の 多 専 攻 の 合 同 講 義
（Lecture-style）を行っている 1 年次の合
同講義前後ならびに、3 年次の多専攻学生協
働でのグループワークならびに臨地実習を
行 っ て い る IPE カ リ キ ュ ラ ム
(Training-style)前後に自記式アンケート
調査を実施した。コントロール群について 
は、IPE 群のスケジュールにあわせてそれぞ
れ 1 年次ならびに 3 年次に"実施前", "実施
後"の自記式アンケート調査を行ない、多職
種連携教育の効果を検証した。 
 
Overall mean scores   
IPE 群     Control 群  P 値 
3.9±0.86   3.8±0.87   <0.001* 

First-Year students 
 IPE 群     Control 群  P 値 
3.9±0.83   3.8±0.89   0.0020* 

Third-Year students  
 IPE 群     Control 群  P 値 
4.0±0.89   3.8±0.85   <0.001* 

 
Quality of care delivery  
 First-Year students  
IPE 群  Control 群    P 値 
0.066±0.757  0.107±0.867  0.354 
 
Third-Year students  
IPE 群   Control 群    P 値 
-0.014±0.964  -0.148±0.859 0.050 
 
Patient-centered care 

  First-Year students  
IPE 群   Control 群    P 値 
0.025±0.766  -0.187±0.724 0.024** 
 
Third-Year students  
IPE 群   Control 群    P 値 
0.357±0.849  -0.152±0.825  <0.001* 
 
Team efficiency 
First-Year students  
IPE 群   Control 群    P 値 
0.011±0.674  0.019±0.662  0.719 
 
Third-Year students  
IPE 群   Control 群    P 値 
0.173±0.742  -0.186±0.755  <0.001* 

 
 
1 年次ならびに 3 年次とも患者中心のケア
（Patient-centered care)に対する得点が
IPE 群で有意に高く、IPE がヘルスケアチー
ムに対する態度に対し有益である可能性が
示された。 
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